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はじめに 

 

近年，電子式計器に使用されている電子部品に関しては，その製品のライフサイクル

が短くなっており，型式承認後年数が経過するに従い，承認時の部品の入手ができない

状況が多くなっている。この対応として，部品を相当品へ変更する方法が用いられてい

るのが現状である。この相当品への変更は，同一の型式の範囲と見なせるかどうかが焦

点となる。その考え方を明確にして，申請の迅速かつ簡便に手続きが行えることが望ま

れている。 

また，計器の大きさに関して，近年，分電盤に取付け可能な計器や電力量計ユニット

のように小型化が進んでいる。これらの計器は，計器正面の投影面積が減少したことか

ら計器銘板も小型化し，特定計量器に要求される表記事項や使用者から要求される表記

事項を明瞭に表記することが困難な状況を発生させている。そのため，表記文字を小さ

くすることで対応しているが，その結果として，視認性が低下し読み取りが困難となる

課題が生じており，表記事項及び表記方法を見直すことが望まれている。 

このような状況下，電気計器技術課題等研究会において，区分表の見直し，銘板表記

事項の見直しが提案され，型式承認制度の緩和（WG3）において検討することとなった。 

本報告書は，WG3 において，電子式計器の型式承認制度の緩和の観点と適正な計量の実

施を確保する観点の双方から，型式の区分表の見直しと銘板の表記事項について検討し

た結果を取りまとめたものである。 

 

 

１ 型式の区分表の見直しについて 

１．１背景 

現在，電気計器の型式承認においては，新規型式承認，軽微変更承認及び軽微変更届

出の区分がある。新規承認は新しく設計し製造した計器についての承認で，軽微変更承

認は既に承認を取得した計器を変更したものについての承認である。どちらも承認の区

分であり，変更が一部分であっても構造，性能，機能等（以下，「構造等」という。）が

異なる型式の計器として扱う。軽微変更届出は，承認とは異なり，既に承認を受けた計

器に対しての軽微な変更であり，構造等は同等として同一の型式の計器として扱う。 

これら承認及び届出の区分の判断の基準を示したものが区分表である。過去，型式試

験の効率化や計器の構造の変化に応じて見直し（資料 1 参照）が行われてきているが，

前回の見直しから，10 年以上が経過している。このようなことから，型式承認の現状と

計器の実態を整理し，相当品の考え方を含め区分表の再確認を行い必要に応じて見直し

を行うこととして検討を進めてきた。 

見直しは，これまでの経緯，相当品の考え方，計器の性能との関係，また，申請の手

続きの明確化，簡素化も考慮しながら，日本電気計測器工業会，計器工業協議会，日本

電気計器検定所が中心となって検討し，平成 23 年 12 月までの 3 回にわたるＷＧによっ

て審議された。 
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１．２ 検討内容及び結果 

型式承認の現状は，資料 1に示すように軽微変更届出の申請数が新規型式承認及び軽

微変更承認の申請数と比べて非常に多い。軽微変更届出の内容では，銘板表記，外観・

構造，電子回路が多くを占めている。このような過去の申請の内容から，同一型式と見

なす範囲，程度について再考し，実態に合うものとすることともに，区分表での不明確

な事項を明確にする形で見直した。 

電子部品の変更については，型式の同一性の維持を考慮しながら計器の基本特性に着

目して検討した。計器への影響に関して，軽微変更届出では基本的に試験を行わないこ

とから，実際の影響の有無や程度を具体的に把握することが難しい面があるため，軽微

変更届出時に製造者が行った試験の結果がある場合はそのデータを収集して見直しに反

映することとした。また，軽微変更承認時の変更内容と試験結果についても調査を行い，

見直しに反映することとした。 

電子部品の相当品の考え方については，新規型式承認及び軽微変更承認のときの電子

部品を基準品として定義し，その基準品と同等以上の品質のものであること等を定義し

た。 

以下，見直した区分表（変更した部分のみ）及び電子回路に使用する部品の相当品と

型式の区分についての考え方の指針を示す。 

電子式計器の構造は，従来に比べて大きく変化してきており，これまでの事例をその

まま適用できるかどうかの判断が難しい面もあり，新規型式承認，軽微変更承認及び軽

微変更届出の内容について，それらのデータを蓄積し，内容を整理・検討していくこと

で，適切に承認の区分が適用できるように今後も区分表について適宜見直しを行うこと

とする。 
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更
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認
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び
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。
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軽
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又
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す
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。
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ﾛ
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。
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ﾆ
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限
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は

，
ベ

ー
ス

又
は

カ
バ

ー
の
材
質
 

b
.
合

成
樹

脂
製

の
ベ

ー
ス

又
は

カ
バ

ー
の

材
質
 

a
.
ベ

ー
ス

，
カ

バ
ー

，
カ

バ
ー

わ
く

，
パ

ッ
キ

ン
，

封
印

金
具

又
は

封
印

ね
じ

の
材

質
 

（
た

だ
し

，
強

化
耐

候
形

の
ベ

ー
ス

又
は

カ
バ

ー
の

材
質

，
合

成
樹

脂
製

の
ベ

ー
ス

又
は

カ
バ

ー
の

材
質

は
，

計
器

の
性

能
に

影
響
の
な
い
場
合
に
限
る
）
 

b
.
強

化
耐

候
形

で
は

，
上

部
掛

金
具

又
は

露
出
さ
れ
た
取
付
ね
じ
の
材
質
 

 

届
出
欄
以
外
の
部
品
の
材
質
 

・
強
化
耐
候
形
が
ガ
ラ
ス
カ
バ
ー
で
は
な
い
場
合

に
対

応
す

る
た

め
，
「

又
は

カ
バ

ー
」

を
追

加
し

た
。
 

・
強
化
耐
候
形
，
合
成
樹

脂
製
の
ベ
ー
ス
又
は
カ

バ
ー
の
材
質
の
変
更
に
つ
い
て
，
計
器
の
性
能
に

影
響
の
な
い
場
合
は
，
届
出
を
可
能
に
し
た
。
 

ﾊ
.寸

法
※
又
は
形
状
 

 

 
ベ
ー
ス
及
び
カ
バ
ー
の
寸
法
又
は
形
状
 

a
.
ベ
ー
ス
の
板
厚
 

b
.
強
化
耐
候
形
で
は
，
 

(
a
)
ガ
ー
ド

，
カ
バ
ー
わ
く
，
パ
ッ
キ
ン
及

び
封
印
金
具
の
板
厚
 

(
b
)
ガ
ー
ド
の
長
さ
 

c
.
ベ

ー
ス

及
び

カ
バ

ー
の

寸
法

又
は

形
状

（
た

だ
し

，
計

器
の

性
能

に
影

響
の

な
い

場
合
に
限
る
）

 

届
出
欄
以
外
の
部
品
の
寸
法
又
は
形
状
 

・
項
目
名
を
寸
法
又
は
形
状
と
し
た
。
 

・
合
成
樹
脂
製
の
ベ
ー
ス
及
び
カ
バ
ー
の
寸
法
又

は
形
状
の
変
更
は
，
内
容
に
よ
っ
て
試
験
（
注
水

試
験
，
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
試
験
等
）
が
必
要
な

た
め
，
扱
い
を
明
確
に
し
た
。
 

(
1
6
)
端

子
ボ
ッ
ク
ス
 

ｲ
.
構
造

 

 
 

a
.
端
子
数
の
増
減
 

b
.
強
化
耐
候
形
で
は
カ
バ
ー
締
付
圧
力
 

 
・
接
続
方
式
に
つ
い
て
は
，
構
造
方
式
に
移
動
し
，

扱
い
を
明
確
に
し
た
。
 

ﾛ
.材

質
 

 
合

成
樹

脂
製

の
端

子
ブ

ロ
ッ

ク
又

は
端

子

カ
バ
ー
の
材
質
 

端
子
ブ
ロ
ッ
ク
，
端
子
金
具
，
試
験
端
子
，

端
子

ね
じ

，
短

絡
片

，
端

子
カ

バ
ー

，
封

印
ね

じ
又

は
端

子
カ

バ
ー

パ
ッ

キ
ン

の
材

質
（

た
だ

し
，

合
成

樹
脂

製
の

端
子

ブ
ロ

ッ
ク

及
び

端
子

カ
バ

ー
の

材
質

は
，

計
器

の
性
能
に
影
響
の
な
い
場
合
に
限
る
）

 

届
出
欄
以
外
の
部
品
の
材
質
 

・
合
成
樹
脂
製
の
端
子
部
の
材
質
試
験
が
規
定
さ

れ
て
い
る
た
め
軽
微
変
更
承
認
と
し
た
。
 

・
端
子
ボ
ッ
ク
ス
は
，
b
の
内
容
に
含
ま
れ
る
た

め
，
削
除
し
た
。
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承
認
事
項
 

変
更
事
項
 

見
直
し
理
由
等
 

新
規
承
認
 

軽
微
変
更
承
認
 

軽
微
変
更
届
出
 

承
認
又
は
届
出
を
必
要
と
し
な
い
変
更
 

ﾊ
.寸

法
※
 

 
端
子
ブ
ロ
ッ
ク
又
は
端
子
カ
バ
ー
の
寸
法

a
.
 
端
子
金
具
又
は
短
絡
片
の
寸
法
 

b
.
強
化
耐
候
形
で
は
，
 

端
子
カ
バ
ー
パ
ッ
キ
ン
の
板
厚
 

c
.
端

子
ブ

ロ
ッ

ク
又

は
端

子
カ

バ
ー

の
寸

法
（

た
だ

し
，

計
器

の
性

能
に

影
響

の
な

い
場
合
に
限
る
）

 

届
出
欄
以
外
の
部
品
の
寸
法
 

・
内
容
に
よ
っ
て
試
験
（
注
水
試
験
，
ス
プ
リ
ン

グ
ハ
ン
マ
試
験
等
）
が
必
要
な
た
め
，
扱
い
を
明

確
に
し
た
。
 

ﾆ
.
形
状

 
 

端
子
カ
バ
ー
の
形
状
 

端
子
カ
バ
ー
の
形
状
 

（
た

だ
し

，
計

器
の

性
能

に
影

響
の

な
い

場
合
に
限
る
）
 

 
・
内
容
に
よ
っ
て
試
験
（
注
水
試
験
，
ス
プ
リ
ン

グ
ハ
ン
マ
試
験
等
）
が
必
要
な
た
め
，
扱
い
を
明

確
に
し
た
。
 

(
1
7
)
塗

装
処
理
方
法
 

 
強

化
耐

候
形

で
は

，
ベ

ー
ス

，
カ

バ
ー

わ

く
，

端
子

カ
バ

ー
及

び
封

印
金

具
の

下
地

処
理
又
は
表
面
処
理
の
塗
装
 

 

a
.
普

通
耐

候
形

で
は

，
ベ

ー
ス

，
カ

バ
ー

わ
く

，
端

子
カ

バ
ー

及
び

封
印

金
具

の
下

地
処
理
又
は
表
面
処
理
の
塗
装
 

b
.
強

化
耐

候
形

で
は

，
軽

微
変

更
承

認
欄

を
除
く
下
地
処
理
又
は
表
面
処
理
の
塗
装

届
出
欄
以
外
の
部
品
の
塗
装
 

 

・
誤
記
を
訂
正
し
た
。
 

(
1
8
)
発

信
装
置
 

ﾛ
.
構
造

 

 
a
.
発
信
装
置
の
有
無
 

b
.
回
路
の
変
更
 

回
路
の
変
更
 

（
た

だ
し

，
静

電
気

等
の

影
響

が
変

わ
ら

な
い
場
合
に
限
る
）
 

 
・
発
信
装
置
の
有
無
を
構
造
方
式
の
項
目
か
ら
移

動
し
，
扱
い
を
明
確
に
し
た
。
 

ﾊ
.
部
品

 

 

 
部
品
の
変
更
 

部
品
の
変
更
 

（
承

認
図

面
の

軽
微

な
変

更
を

伴
う

も
の

で
，

基
準

品
か

ら
相

当
品

に
変

更
す

る
場

合
，

た
だ

し
，

静
電

気
等

の
影

響
が

変
わ

ら
な
い
場
合
に
限
る
）
 

基
準
品
か
ら
相
当
品
に
変
更
す
る
場
合
 

・
電
子
回
路
に
使
用
す
る
部
品
の
相
当
品
の
考
え

方
を
別
紙
に
示
し
た
。
 

（
電
子
部
品
に
つ
い
て
，
新
旧
部
品
の
交
代
が
速

く
，
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
。
）
 

・
電
子
式
に
は
駆
動
電
動
機
が
な
い
た
め
，
削
除

し
た
。
 

(
1
9
)
電

力
開
閉
装
置
 

ﾛ
.
構
造

 

 
a
.
電
力
開
閉
装
置
の
有
無
 

b
.
内
蔵
の
も
の
又
は
外
付
の
も
の
 

c
.
動
作
回
路
の
方
式
 

d
.
電
力
開
閉
装
置
の
極
の
数
 

e
.
電
力
開
閉
装
置
の
構
造
 

軽
微
承
認
欄
以
外
の
構
造
 

 
・
電
力
開
閉
装
置
の
有
無
を
構
造
方
式
の
項
目
か

ら
移
動
し
た
。
 

・
電
力
開
閉
装
置
と
開
閉
器
を
承
認
事
項
と
し
て

分
け
た
た
め
，
文
言
を
整
理
し
た
。
 

(
2
0
)
電

源
部
 

ｲ
.
構
造

 

 
a
.
電
源
変
圧
器
の
有
無
 

b
.
負
担
の
変
更
 

c
.
電
源
回
路
の
増
減
 

a
.
負
担
の
変
更
 

b
.
電
源
回
路
の
増
減
 

（
た
だ
し
，
a
.
b
共
に
静
電
気
等
の
影
響
が

変
わ
ら
な
い
場
合
に
限
る
）
 

 
・
相
当
品
で
形
名
の
変

更
は
「

ﾊ 
部
品

」
に
関
す

る
事

項
で

あ
る

た
め

，
削

除
し

，
「

ﾊ
 部

品
」

で

扱
う
こ
と
に
し
た
。
 

ﾊ
.
部
品

 
 

部
品
の
変
更
 

部
品
の
変
更
 

（
承

認
図

面
の

軽
微

な
変

更
を

伴
う

も
の

で
，

基
準

品
か

ら
相

当
品

に
変

更
す

る
場

合
，

た
だ

し
，

静
電

気
等

の
影

響
が

変
わ

ら
な
い
場
合
に
限
る
）
 

基
準
品
か
ら
相
当
品
に
変
更
す
る
場
合
 

・
電
子
回
路
に
使
用
す
る
部
品
の
相
当
品
の
考
え

方
を
別
紙
に
示
し
た
。
 

（
電
子
部
品
に
つ
い
て
，
新
旧
部
品
の
交
代
が
速

く
，
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
。
）
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承
認
事
項
 

変
更
事
項
 

見
直
し
理
由
等
 

新
規
承
認
 

軽
微
変
更
承
認
 

軽
微
変
更
届
出
 

承
認
又
は
届
出
を
必
要
と
し
な
い
変
更
 

(
2
1
)
出

力
機
構
 

ｲ
.
方
式

 

 
出
力
機
構
の
方
式
 

a
.
伝
送
方
式
の
変
更
 

b
.
電
文
の
変
更
 

 
・
出
力
機
構
の
区
分
を
新
し
く
追
加
し
た
。
 

（
法
改
正
に
よ
る
対
応
）
 

ﾛ
.
構
造
 

 
a
.
出
力
機
構
の
有
無
 

b
.
回
路
の
変
更
 

a
.
出
力
機
構
の
削
除
 

b
.
回
路
の
変
更
 

（
た
だ
し
，
a
.
b
共
に
静
電
気
等
の
影
響
が

変
わ
ら
な
い
場
合
に
限
る
）
 

 
出

力
機

構
を

削
除

す
る

場
合

の
扱

い
を

明
確

に

し
た
。
 

表
現
を
（
1
8
）
発
信
装
置
に
合
わ
せ
た
。
 

ﾊ
.
部
品

 
 

部
品
の
変
更
 

 

部
品
の
変
更
 

（
承

認
図

面
の

軽
微

な
変

更
を

伴
う

も
の

で
，

基
準

品
か

ら
相

当
品

に
変

更
す

る
場

合
，

た
だ

し
，

静
電

気
等

の
影

響
が

変
わ

ら
な
い
場
合
に
限
る
）
 

基
準
品
か
ら
相
当
品
に
変
更
す
る
場
合
 

・
電
子
回
路
に
使
用
す
る
部
品
の
相
当
品
の
考
え

方
を
別
紙
に
示
し
た
。
 

（
電
子
部
品
に
つ
い
て
，
新
旧
部
品
の
交
代
が
速

く
，
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
。
）
 

(
2
2
)
銘

板
 

 
 

記
載
事
項
の
変
更
 

 
・
銘
板
の
記
載
事
項
の
変
更
は
届
出
と
し
た
。
 

(
2
3
)
そ

の
他
 

a
.
欠
相

検
出
回
路
 

b
.
停
電

検
出
回
路
 

c
.
停
電

補
償
電
池
 

 
 

a
.
有
無
 

b
.構

造
 

 
・
逆
回
転
阻
止
装
置
は
機
械
式
の
語
句
の
た
め
，

削
除
し
た
。
逆
方
向
電
流
無
計
量
の
機
能
を
備
え

る
計
器
は
，
試
験
を
行
う
。
 

(
2
4
)
開

閉
器
 

ｲ
.
方
式

 

 
開
閉
器
の
方
式
 

開
閉
器
の
方
式
 

（
た

だ
し

，
静

電
気

等
の

影
響

が
変

わ
ら

な
い
場
合
に
限
る
）
 

 
・
電
力
開
閉
装
置
と
開
閉
器
を
分
け
，
扱
い
を
明

確
に
し
た
。
 

・
電
力
開
閉
装
置
と
は
，
金
銭
な
ど
投
入
す
る
と
，

そ
の

金
額

に
相

当
す

る
も

の
と

し
て

設
定

さ
れ

た
電
力
量
を
通
過
さ
せ

る
も
の
を
い
う
。
 

・
開
閉
器
と
は
，
電
力
開
閉
装
置
で
は
な
く
，
電

気
回

路
を

遮
断

又
は

接
続

す
る

た
め

だ
け

の
付

加
装
置
が
，
計
器
に
内

蔵
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

ﾛ
.
構
造
 

 
a
.
開
閉
器
の
有
無
 

b
.
回
路
の
変
更
 

a
.
開
閉
器
の
削
除
 

b
.
回
路
の
変
更
 

（
た
だ
し
，
a
,
b
共
に
静
電
気
等
の
影
響
が

変
わ
ら
な
い
場
合
に
限
る
）
 

 
開

閉
器

を
削

除
す

る
場

合
の

扱
い

を
明

確
に

し

た
。
 

表
現
を
承
認
事
項
（

18
）
発
信
装
置
に
合
わ
せ
た
。

ﾊ
.
配
置

 
 

開
閉
器
の
配
置
 

開
閉
器
の
配
置
 

（
た

だ
し

，
静

電
気

等
の

影
響

が
変

わ
ら

な
い
場
合
に
限
る
）
 

 
 

ﾆ
.
部
品

 
 

部
品
の
変
更
 

部
品
の
変
更
 

（
承

認
図

面
の

軽
微

な
変

更
を

伴
う

も
の

で
，

基
準

品
か

ら
相

当
品

に
変

更
す

る
場

合
，

た
だ

し
，

静
電

気
等

の
影

響
が

変
わ

ら
な
い
場
合
に
限
る
）
 

基
準
品
か
ら
相
当
品
に
変
更
す
る
場
合
 

・
電
子
回
路
に
使
用
す
る
部
品
の
相
当
品
の
考
え

方
を
別
紙
に
示
し
た
。
 

（
電
子
部
品
に
つ
い
て
，
新
旧
部
品
の
交
代
が
速

く
，
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
。
）
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（
別
紙
）
 

 電
子
回
路
に
使
用
す
る
部
品
の
相
当
品
と
型
式
区
分
の
扱
い
に
つ
い
て
 

 

標
記
に
つ
い
て
は
，
現
在
，
区
分
表
を
用
い
，
型
式
の
手
続
き
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
，
新
旧
部
品
の
交
代
が
早
く
，
型
式
取
得
時
の
部
品
構
成
に
よ
り
，
製
造
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
資
料
は
，
標
記
の
扱
い
に
つ
い
て
，
関
係
者
と
認
識
を
共
有
す
る
指
針
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

な
お
，
電
子
回
路
に
使
用
す
る
部
品
と
は
，
半
導
体
製
品
（
集
積
回
路
，
ダ
イ
オ
ー
ド
，
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
，
オ
ペ
ア
ン
プ
）
，
抵
抗
，
コ
ン
デ
ン
サ
，
コ
イ
ル
，
発
振
子
，
液
晶
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
部
品
を
い
う

（
以
下
，
電
子
部
品
と
い
う
。
）
。
 

 

１
 
電
子
部
品
に
関
す
る
基
準
品
，
相
当
品
の
定
義
に
つ
い
て
 

（
１
）
基
準
品
と
は
，
申
請
書
の
図
面
等
に
記
載
さ
れ
た
メ
ー
カ
ー
・
型
番
の
品
目
を
い
う
。
 

な
お
，
完
全
互
換
を
メ
ー
カ
ー
よ
り
保
証
さ
れ
た
電
子
部
品
は
こ
れ
に
含
む
。
 

（
２
）
相
当
品
と
は
，
以
下
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
 

イ
 
基
準
品
と
同
等
以
上
の
品
質
で
，
デ
ー
タ
シ
ー
ト
な
ど
で
詳
細
機
能
・
特
性
が
容
易
に
確
認
で
き
る
こ
と
。
 

ロ
 
社
内
試
験
に
お
い
て
，
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
第

6
5
7
条
，
第

7
1
2
条
の
性
能
が
，
変
更
前
後
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
。
 

ハ
 
申
請
書
の
図
面
等
に
お
い
て
「
相
当
品
可
」
と
記
載
さ
れ
た
電
子
部
品
で
あ
る
こ
と
。
 

 

２
 
型
式
区
分
の
扱
い
に
つ
い
て
 

電
子

部
品

を
変

更
す

る
場

合
の

型
式

区
分

の
扱
い

に
つ

い
て

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す
る

。
な

お
，

基
本

性
能

は
，

自
己

加
熱
特

性
，

電
流

特
性

，
電

圧
特

性
，

周
波
数

特
性

，
温

度
特

性
，

不
平

衡
負

荷
特

性
，

始
動

及
び

潜
動
に
係
る
性
能
を
い
う
。
 

（
１
）
承
認
又
は
届
出
を
必
要
と
し
な
い
変
更
 

承
認
時
の
回
路
図
及
び
部
品
配
置
図
（
プ
リ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
の
変
更
，
ジ
ャ
ン
パ
ー
線
の
追
加
・
削
除
を
含
む
）
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
で
，
基
準
品
か
ら
相
当
品
に
変
更
す
る
場
合
。
 

（
２
）
軽
微
変
更
届
出
 

承
認
時
の
回
路
図
及
び
部
品
配
置
図
（
プ
リ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
の
変
更
，
ジ
ャ
ン
パ
ー
線
の
追
加
・
削
除
を
含
む
）
の
軽
微
な
変
更
を
伴
う
も
の
で
，
基
準
品
か
ら
相
当
品
に
変
更
す
る
場
合
。（

た
だ

し
，
静

電
気

等
の

影
響

が
変
わ
ら
な
い
場
合
に
限
る
。
）
 

（
３
）
軽
微
変
更
承
認
 

 
 
 
基
本
性
能
が
変
わ
ら
な
い
が
，
届
出
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
。
 

（
４
）
新
規
承
認
 

 
 
 
基
本
性
能
を
左
右
す
る
構
造
又
は
電
子
回
路
を
大
き
く
変
更
し
，
軽
微
変
更
承
認
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
。
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２．銘板の表記事項について 

２．１ 背景 

電気計器の銘板の表記事項は，従来より特定計量器検定検査規則及び電気計器型式

承認業務取扱内規により定められており，平成 21 年 4 月に制定された電力量計 JIS 第

2 部（JIS C 1211-2：2009 他）（以下，検則 JIS）においても従前の規定が踏襲されて

いる。一方で，近年の電気計器の多機能化と小型化により銘板表記事項の増加と銘板

面積縮小化が進み，文字を小さくする或いは文字の間隔を縮小しても表記が困難な状

況になりつつあり，現状の表記事項のままでは今後の技術進歩による計器の小型化，

構造変更などを阻害することも考えられる。 

このような状況から，平成 21年 7月の第 11回電気計器技術課題等研究会において，

電子式計器の型式承認制度の緩和（ＷＧ３）として銘板の表記事項の見直しが提案さ

れた。 

以降，（社）日本電気計測器工業会を中心として銘板記載事項の簡素化について検討

し，平成 23 年 12 月までの３回にわたるＷＧ審議を経て，銘板記載事項を簡素化する

場合の表記内容についてＷＧでの合意に至った。 

  

２．２ 検討内容及び結果 

電力量計の銘板記載事項の省略表記については，平成２３年５月に制定された電子

式電力量計の JIS 第１部（JIS C 1271-1：2011 他）（以下，電子式 JIS）の「表示」の

項で例示しており，今回の簡素化における検討においても基本的にはこれを踏襲した。

また，上記以外の項目についても，一般的に普及されている用語を用いる或いは別の

種類の計量器との整合を図る等により，簡素化表記としても実運用上で支障が生じな

い範囲で記載内容を検討した。 

簡素化前後の表記内容及び簡素化における考え方を以下に示す。（表中の現状の表記

項目で検則 JIS に規定されている表記項目は下線を付した。） 

また，現行の国内技術基準（検則 JIS，電子式 JIS）と各表記の関連，及び具体的な

銘板例を資料２に示す。 
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（１）計器の種類（注 1） 

現状の表記 
簡素化する場合の表記

（案） 
簡素化における考え方 

普通電力量計 普 又は 普 電力量計 

電子式 JIS の簡素化表記に整合し
た。但し，複合計器以外の単体計
器は「電力量計」の文字を削除す
ると銘板上から「電力量計」「計器」
等の文字がなくなるため，複合計
器以外の場合は「電力量計」の文
字を附すものとした。 

精密電力量計 精 又は 精 電力量計 

特別精密電力量計 特 又は 特 電力量計 

超特別精密電力量計 

（注 2） 
超 又は 超 電力量計 

無効電力量計 遅電流

用 

無(遅) 又は 無(遅)

電力量計 

無効電力量計 進電流

用 

無(進) 又は 無(進)

電力量計 

最大需要電力計 最需  

電子式 JIS の簡素化表記に準じて
提案した。なお，今後，単体計器
としての最大需要電力計のニーズ
は少ないものと考え，上記と同等
の「電力計」の文字を附す考えは
採用しなかった。 

変成器付 変付 

計器用変成器と組み合せることを
表す呼称であり，一般的に普及さ
れている背景から簡素化表記を提
案した。 

注 1）計器の種類のうち，超特別精密電力量計，遅れ電流，進み電流，変成器付の

表記は規定されていない。 

注 2）現状，国内では超特別精密電力量計は取引・証明用としては規定されていな

いが，電子式 JIS では計器の種類として規定しており，将来的なニーズを踏ま

えて簡素化表記の検討対象とした。 

 

（２）電気方式 

現状の表記 
簡素化する場合の表記

（案） 
簡素化における考え方 

交流単相２線式 単２  電子式 JIS の簡素化表記に整合し
た。なお，現状では「交流」は表
記しない場合があるが，その場合
でも簡素化表記は同一とするもの
とした。 

交流単相３線式 単３  

交流三相３線式 三３  

交流三相４線式 三４  
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（３）計器定数・パルス定数・パルス単位 

現状の表記 
簡素化する場合の表記

（案） 
簡素化における考え方 

 計量パルス  （削除） 

主に電子式の単体計器において計
量パルス出力部近傍に文字を附し
ているが，機械式計器の回転子の
試験標には文字の記載がないこと
から，記載削除を提案した。 

pulse/kWs p/kWs 

他の特定計量器（ガスメーター）
の JIS においてパルス（pulse）の
簡素化表記として「p」の文字を規
定しており，これに準じた。 

pulse/kvars p/kvars 

pulse/kWh p/kWh 

pulse/kvarh p/kvarh 

kWh/pulse kWh/p 

kvarh/pulse kvarh/p 

 

（４）耐候性区分 

現状の表記 
簡素化する場合の表記

（案） 
簡素化における考え方 

強化耐候形 強化耐候 

電子式 JIS の簡素化表記に整合し
た。 

屋内耐候形 屋内耐候 

屋内形 屋内 

 

（５）付加機能 

現状の表記 
簡素化する場合の表記

（案） 
簡素化における考え方 

時間帯別 時  

電子式 JIS の簡素化表記に整合し
た。 

通信機能付 通  

開閉機能付 開  

双方向計量機能付 双  
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（６）表示項目 

現状の表記 
簡素化する場合の表記

（案） 
簡素化における考え方 

時間帯別電力量 時間帯別 

複合計器の表示項目を表している
が，計器の種類の表記近傍に文字
を附していることから「電力量」
の文字は省略し，「需要電力」の文
字はデマンドを表す「ＤＭ」に簡
素化することを提案した。 

全日電力量 全日 

力測用電力量 力測用 

力測用無効電力量 力測用無効 

時間帯別最大需要電力 時間帯別最大 DM 

最大需要電力 最大 DM 

現在需要電力 現在 DM 

累積最大需要電力 累積最大 DM 

 

（７）附属変成器の階級 

現状の表記 
簡素化する場合の表記

（案） 
簡素化における考え方 

（例）1.0W 級，0.5W 級，1.0

級，0.5 級 
（削除） 

計器の附属変成器銘板に変成器の
階級を記載しているが，近年の計
器の小型化の傾向から記載スペー
ス確保が困難な状況であり，記載
削除を提案した。 

 

３．３ 今後の課題 

取引・証明用の計器の表記に関して，検則 JIS では計器の種類は「“普通電力量計”

である旨」等，耐候性区分は「“強化耐候形”である旨」等としており，今回の簡素化

表記（“普”，“強化耐候”等）は規定されていない。このため，今後は JIS の改正によ

り簡素化表記を検則 JIS で規定する必要がある。 

 

 

おわりに  

電子式計器は，今後もその構造，使用部品，ソフトウェア，通信等について，市場

ニーズや技術開発によって多様化する可能性がある。このような状況の中，適正な計

量の確保のため，法定要求事項を満たしているかどうかを適正に評価すること，また，

その要求事項を維持して製造し続けることは重要なことである。 

型式を維持することはその基本である。電子部品の製品サイクルの短縮化に伴う相

当品への変更による計器への影響等性能面での評価を書面にて判断するためには，多

くの情報を必要とし，これまでの経験則や事例だけでは対応が困難なこともあり，新

しい事例を蓄積していくことが必要である。ソフトウェアに関しては，国際勧告も発
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行され，その要求事項と評価方法等について慎重に検討していかなければならない。 

計器銘板における表記事項は，型式を示すものであり，型式承認表示をはじめとし

た定格値等は，使用するに当たって適切に設置されて使用されることを維持するもの

である。将来，計器構造の大きな変化があっても適切に必要な事項を明瞭に表記でき

るようにする必要がある。 

本報告書は，電子式計器の型式承認制度の緩和に関する検討として区分表の見直し

と銘板表記事項の簡素化について関係者が集まって検討した結果である。この結果を

基に今後運用へと進められることとなるが，電子式計器の変化に対応して今後も適宜

見直し等が必要となると考えられ，関係者と情報共有を図りながら進めていくことと

したい。 

最後に，本報告をまとめるに当たって，型式承認後の変更に関連して提示された意

見を参考に付記する。提言 

型式承認後の変更において，計器の構造・性能が維持されることは重要ではあるも

のの，セキュリティについても重要視すべきとの意見があった。 

ここ数年，スマートグリット等のエネルギーを効率的に利用するシステムについて

議論・検討が行われ，実証試験等も実施されている。 

そのような中で，電力量計は，システム構築のキーデバイスとして位置づけられ，

スマートメーターという名称で注目されている。 

これまで電力量計の型式（構造，性能）に関しては，計量法の趣旨に則り，取引・

証明の正確性の担保が重要視されてきたが，前述のシステム構築のキーデバイスとし

てのスマートメーターでは，システムの安全性担保の視点も重要になってくる。 

特に，ソフトウェアは計器の性能,機能を左右する重要な要素となっているとともに，

計器本体に通信機能が内蔵され，計器との相互通信が常態となってくると，計器に組

み込まれたソフトウェアの偶発又は故意による不具合の発生は，社会的に重大な影響

を引き起こす可能性がある。 

現状の型式承認においては，計器の計量性能と動作の確認を通してソフトウェアの

確認を行い，物理的な封印等により，ソフトウェアの変更は時計機構等の一部のパラ

メータ変更以外はできないようにしているところであるが，通信を含めた安全性担保

を目的に，現在の計量法の範疇で規制することには限界がある。 

そのため，スマートグリッド等のシステム安全性担保という大きな枠組みの中で，

計器に求められるソフトウェアや通信のセキュリティについて，議論される必要があ

る。 
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資料１ 型式承認の現状と型式の区分表の制定・改正の経緯 

１．１ 型式承認の現状 

（１）新規承認，軽微変更承認及び軽微変更届出の実績数 

型式（新規）承認件数 

年 度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

件 数 53(2) 68(17) 51(2) 84(0) 64(21) 92(34) 

( ) の数字は，誘導形計器の件数（再掲） 

 

電子式計器の軽微変更承認件数 

年 度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

件 数 72 66 45 43 15 12 

回路変更 80 67 55 40 19 6 

機 能 31 60 9 29 4 6 

外箱・構造 26 18 0 8 0 0 

表示端末 0 42 16 0 0 0 

合 計 137 187 80 77 23 12 

   注：1件の軽微変更承認の中には，複数の変更事項が含まれている。 

 

電子式計器の軽微変更届出件数 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

電子回路 20 244 116 103 223 515 

機 能 2 13 8 0 2 44 

外箱・構造 521 309 153 73 246 32 

銘板表記 161 123 17 714 577 73 

その他 15 13 3 25 3 44 

合計 719 702 297 915 1051 708 

 

１．２ 型式の区分表の制定・改正の経緯 

（電気計器技術課題等研究会での資料から一部掲載） 

（１）新計量法施行（平成 5年 11 月１日） 

型式の承認の区分は，新規承認，追加承認及び届出の認定を，新規承認，軽微変

更承認及び軽微変更届出となった。 

（２）新「型式の区分表」の制定（平成７年 12 月６日） 

新しい電気計器型式承認業務取扱内規は平成 6年 7月 18 日に制定され，型式の区

分表は平成７年 12 月 6 日に定められた。区分表は誘導形電力量計等と電子式電力量

計等に分け，誘導形については従来の区分表を一部改正し，電子式を新たに追加し
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て定めた。 

（３）「型式の区分表」の一部改正（平成 11 年 9 月 3日） 

型式承認の試験効率化を観点に，電気計器の計量問題検討会において，同一型式

の範囲拡大（軽微変更届出事項の追加）のため，区分表の見直しを行い，平成 11 年

9 月 3日に一部を改正した。 

主な内容は以下のとおり。 

・電子回路の回路・配置の変更 

（ただし，静電気等の影響が変わらない場合） 

・電子部品の変更（相当品で形名変更） 

・ノイズ対策部品の増減（ただし，静電気等の影響が変わらない場合） 

・制御部の動作電圧（ただし，静電気等の影響が変わらない場合） 

（４）ソフトウェアに関連する変更について 

現在の区分表においては，動作フローチャートのうち基本動作が変わるかどうか

により型式の範囲を区分している。これまでにソフトウェアに関連する主な変更と

しては，以下の内容がある。 

区分 内容 

軽微変更承認 

複合計器の組み合わせ変更 

計量表示の点消灯（ブラインド）機能の追加 

最大の時間帯数の変更 

表示桁数（最小指示の変更） 

軽微変更届出 

画面遷移の変更又は追加 

年月日，契約番号表示の追加 

節電機能の追加・削除 
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は
左
記
と
同
一

 

交
流
単
相
３
線
式

 
（
注

2
） 

③
 

単
３

  
○Ｄ

 

交
流
三
相
３
線
式

 
（
注

2
） 

③
 

三
３

  
○Ｄ

 

交
流
三
相
４
線
式

 
（
注

2
） 

③
 

三
４

  
○Ｄ

 

計
器
定
数

 

 
計
量
パ
ル
ス
 

－
 

 
（
削
除
）
 

－
 

 

p
u
l
s
e/
k
W
s 

⑤
 

p
/
k
W
s 

( 
○Ｆ

 
) 

 

p
u
l
s
e/
k
v
ar
s 

⑤
 

p
/
k
v
ar
s 

( 
○Ｆ

 
) 

パ
ル
ス
定
数

 
p
u
l
s
e/
k
W
h 

⑥
 

p
/
k
W
h 

( 
○Ｇ

 
) 

p
u
l
s
e/
k
v
ar
h 

⑥
 

p
/
k
v
ar
h 

( 
○Ｇ

 
) 

パ
ル
ス
単
位

 
k
W
h
/
pu
l
s
e 

－
 

k
W
h
/
p 

－
 

k
v
a
r
h/
p
u
ls
e 

－
 

k
v
a
r
h/
p 

－
 

  
 

資料２　現行の国内技術基準（検則JIS，電子式JIS）と各表記の関連及び具体的な銘板例
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記
載

内
容

 
現

状
の

表
記

 

（
将

来
的

な
ニ

ー
ズ

含
む

） 

検
則

 

J
IS

 

(別
紙

1)
 

簡
素

化
す

る
場

合
の

表
記

（
案

） 

電
子

式
 

J
IS

 

(別
紙

2)
 

備
考

 

耐
候

性
区

分
 

強
化

耐
候

形
 

⑪
 

強
化

耐
候

 
○Ｈ

 
 

屋
内

耐
候

形
 

⑪
 

屋
内

耐
候

 
○Ｈ

 
 

屋
内

形
 

⑪
 

屋
内

 
○Ｈ

 
 

付
加

機
能

 

時
間

帯
別

 
－

 
時

  
○Ｉ

 
 

通
信

機
能

付
 

－
 

通
  

○Ｉ
 

 

開
閉

機
能

付
 

－
 

開
  

○Ｉ
 

 

双
方

向
計

量
機

能
付

 
－

 
双

  
○Ｉ

 
 

表
示

項
目

 

時
間

帯
別

電
力

量
 

－
 

時
間

帯
別

 
－

 
 

 

全
日

電
力

量
 

－
 

全
日

 
－

 
 

 

力
測

用
電

力
量

 
－

 
力

測
用

 
－

 
 

 

力
測

用
無

効
電

力
量

 
－

 
力

測
用

無
効

 
－

 
 

 

時
間

帯
別

最
大

需
要

電
力

 
－

 
時

間
帯

別
最

大
D

M
 

－
 

 
 

最
大

需
要

電
力

 
－

 
最

大
D

M
 

－
 

 
 

現
在

需
要

電
力

 
－

 
現

在
D

M
 

－
 

 
 

累
積

最
大

需
要

電
力

 
－

 
累

積
最

大
D

M
 

－
 

 
 

附
属

変
成

器
の

階
級

 
（
例

）
1.

0
W

級
、

0
.5

W
級

、
1
.0

級
、

0
.5

級
 

⑩
 

 
（
削
除
）
 

（
 ○

Ｐ
 
）
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銘
板
簡
素
化
 
表
記
変
更
前
後
の
銘
板
例
 

 ●
電
力
量
計
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
 

 （
１
）
単
相
３
線
式
（
単
独
計
器
）
 

 
＜
現
行
＞
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

＜
簡
素
化
後
＞
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

          
 

 
※
簡
素
化
の
項
目
 

  
 

①
普
通
電
力
量
計
 

→
 

普
電
力
量
計
 

③
交
流
単
相
３
線
式
 →

 
単
３

 

⑤
p
u
l
s
e
/
k
W
s 

→
 
p
/
k
W
s 

⑪
屋
内
耐
候
形
 

→
 
屋
内
耐
候
 

計
量
パ
ル
ス
 
 

→
 
ブ
ラ
ン
ク
 

⑪
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑪
○Ｈ
 

①
○Ａ
 

②
 

③
○Ｄ
 

④
 

⑤
（
○Ｆ
）
 

①
～
：
別
紙
１
（
検
則

J
I
S
 
の
「
表
記
」
）
の
該
当
項
目
 

○Ａ
～
：
別
紙
２
（
電
子
式

J
I
S
の
「
表
示
」
）
に
準
ず
る
簡
素
化
項
目
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

(
Q
R
コ
ー
ド
) 

(
Q
R
コ
ー
ド
) 

(
検
定
ラ
ベ
ル
) 

(
検
定
ラ
ベ
ル
) 
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（
２
）
単
相
２
線
式
（
単
独
計
器
）
 

  
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

＜
現
行
＞
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
＜
簡
素
化
後
＞
 

            
※
簡
素
化
の
項
目
 

 
 

    
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑪
 

(
Q
R
コ
ー
ド
) 

(
検
定
ラ
ベ
ル
) 

①
○Ａ
 

②
 

③
○Ｄ
 

④
 

⑤
(
○Ｆ
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑪
○Ｈ
 

(
Q
R
コ
ー
ド
) 

(
検
定
ラ
ベ
ル
) 

①
普
通
電
力
量
計
 

→
 

普
電
力
量
計
 

③
交
流
単
相
２
線
式
 →

 
単
２

 

⑤
p
u
l
s
e
/
k
W
s 

→
 
p
/
k
W
s 

⑪
屋
内
耐
候
形
 

→
 
屋
内
耐
候
 

計
量
パ
ル
ス
 
 

→
 
ブ
ラ
ン
ク
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（
３
）
単
相
３
線
式
（
変
成
器
付
計
器
）
 

  
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

＜
現
行
＞
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
＜
簡
素
化
後
＞

 
            

 
※
簡
素
化
の
項
目
 

 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

①
○Ａ
 

②
 

③
○Ｄ
 

④
 

⑤
(
○Ｆ
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
○Ｈ
 

⑫
 

①
普
通
電
力
量
計
 

 
 

→
 

普
電
力
量
計
 

③
交
流
単
相
３
線
式
  
 

→
 

単
３

 

⑤
p
u
l
s
e
/
k
W
s 

 
 

→
 
p
/
kW
s 

⑩
附
属
変
成
器
の
階
級
 
→
 
削
除
 

⑪
屋
内
耐
候
形
 

 
 

→
 
屋
内
耐
候
 

計
量
パ
ル
ス
 
 
 
 

→
 
ブ
ラ
ン
ク
 

(
Q
R
コ
ー
ド
) 

(
Q
R
コ
ー
ド
) 

⑩
 

⑩
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●
高
圧
計
器
の
場
合
（
時
間
帯
別
計
器
・
特
別
精
密
級
）
（
仕
様
①
）

 

 
 

＜
現
 
行
＞
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 ＜
簡
素
化
後
＞
 

                   
※
簡
素
化
の
項
目
 

 
 

①
特
別
精
密
電
力
量
計
 

①
普
通
電
力
量
計
 

①
無
効
電
力
量
計
 
遅
電
流
用
 

①
最
大
需
要
電
力
計
 

③
三
相
３
線
式
 

⑤
p
u
l
s
e
/
k
W
s，

p
u
l
s
e
/k
v
a
r
s 

⑥
p
u
l
s
e
/
k
W
h 

⑩
附
属
変
成
器
の
階
級
 

⑪
屋
内
耐
候
形
 

→
 

特
 
 

→
 

普
 

→
 

無
(
遅
)
 

→
 

最
需

 

→
 

三
３

 

→
 
p
/
k
W
s
，
p
/
k
v
a
r
s 

→
 
p
/
k
W
h 

→
 
削
除
 

→
 
屋
内
耐
候
 

(
時
間
帯
別
電
力
量
 
W
1～

W
□
) 

(
全
日
電
力
量
) 

(
力
測
用
電
力
量
) 

(
力
測
用
無
効
電
力
量
) 

(
時
間
帯
別
最
大
需
要
電
力
 
D
1
～
D□

)  

(
最
大
需
要
電
力
) 

(
累
積
最
大
需
要
電
力
) 

変
成
器
付
 

□
時
間
帯
別
 

→
 
(
時
間
帯
別
 
W
1
～
W□

) 

→
 
(
全
日
) 

→
 
(
力
測
用
) 

→
 
(
力
測
用
無
効
) 

→
 
(
時
間
帯
別
最
大
Ｄ
Ｍ
 
D
1
～
D□

)
 

→
 
(
最
大
Ｄ
Ｍ
）
 

→
 
(
累
積
最
大
Ｄ
Ｍ
）
 

→
 
変
付
 

→
 

時
 

①
 

①
 

②
 

③
 

④
 

(
⑥
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

①
○Ａ
 

①
○Ａ
 

③
○Ｄ
 

④
 

(
⑥
○Ｇ
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
○Ｈ
 

⑤
 

②
 

⑤
(
○Ｆ
) 

○Ｉ
 

⑫
 

⑩
 

⑩
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●
高
圧
計
器
の
場
合
（
時
間
帯
別
計
器
・
特
別
精
密
級
）
（
仕
様
②
）

 

 
 

＜
現
 
行
＞
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
＜
簡
素
化
後
＞
 

                   
※

簡
素

化
の

項
目
 

 

 

①
特
別
精
密
電
力
量
計
 

①
普
通
電
力
量
計
 

①
無
効
電
力
量
計
 
遅
電
流
用
 

①
最
大
需
要
電
力
計
 

③
三
相
３
線
式
 

⑤
p
u
l
s
e
/
k
W
s，

p
u
l
s
e
/k
v
a
r
s 

⑥
p
u
l
s
e
/
k
W
h 

⑩
附
属
変
成
器
の
階
級
 

⑪
屋
内
耐
候
形
 

→
 

特
 
 

→
 

普
 

→
 

無
(
遅
)
 

→
 

最
需

 

→
 

三
３

 

→
 
p
/
k
W
s
，
p
/
k
v
a
r
s 

→
 
p
/
k
W
h 

→
 
削
除
 

→
 
屋
内
耐
候
 

(
力
測
用
電
力
量
) 

(
力
測
用
無
効
電
力
量
) 

(
累
積
最
大
需
要
電
力
) 

変
成
器
付
 

時
間
帯
別
 

 

→
 
(
力
測
用
) 

→
 
(
力
測
用
無
効
) 

→
 
(
累
積
最
大
Ｄ
Ｍ
）
 

→
 
変
付
 

→
 

時
 

 

①
 

①
 

②
 

③
 

④
 

(
⑥
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

①
○Ａ
 

①
○Ａ
 

③
○Ｄ
 

④
 

(
⑥
○Ｇ
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
○Ｈ
 

⑤
 

②
 

⑤
(
○Ｆ
) 

○Ｉ
 

⑫
 

⑩
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●
管
理
用
計
器
（
変
成
器
付
）

の
場
合
 

（
１
）
単
相
３
線
式
 

 
 
 
 
 

＜
現
行
＞
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

＜
簡
素
化
後
＞
 

 
 

          （
２
）
三
相
３
線
式
 

 
 
 
 
 

＜
現
行
＞
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

＜
簡
素
化
後
＞
 

 
 

  

①
普
通
電
力
量
計
 

 
→
 

普
電
力
量
計
 

③
交
流
単
相
３
線
式
  

→
 

単
３

 

⑤
p
u
l
s
e
/
k
W
s 

 
→
 
p
/
k
W
s 

⑥
p
u
l
s
e
/
k
W
h 

 
→
 
p
/
k
W
h 

⑩
附
属
変
成
器
の
階
級
→
 
削
除
 

⑪
屋
内
耐
候
形
 

 
→
 
屋
内
耐
候
 

変
成
器
付
 

 
→
 
変
付
 

計
量
パ
ル
ス
 
 
 

→
 
ブ
ラ
ン
ク
 

k
W
h
/
p
u
l
s
e 

 
→
 
k
W
h
/
p 

※
簡
素
化
の
項
目
 

①
普
通
電
力
量
計
 

 
→
 

普
電
力
量
計
 

③
交
流
三
相
３
線
式
  

→
 

三
３

 

⑤
p
u
l
s
e
/
k
W
s 

 
→
 
p
/
k
W
s 

⑥
p
u
l
s
e
/
k
W
h 

 
→
 
p
/
k
W
h 

⑩
附
属
変
成
器
の
階
級
→
 
削
除
 

⑪
屋
内
耐
候
形
 

 
→
 
屋
内
耐
候
 

変
成
器
付
 

 
→
 
変
付
 

計
量
パ
ル
ス
 
 
 

→
 
ブ
ラ
ン
ク
 

k
W
h
/
p
u
l
s
e 

 
→
 
k
W
h
/
p 

※
簡
素
化
の
項
目
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

①
○Ａ
 

②
 

③
○Ｄ
 

④
 

⑤
(
○Ｆ
) 

⑥
(
○Ｇ
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
○Ｈ
 

⑫
 

①
○Ａ
 

②
 

③
○Ｄ
 

④
 

⑤
(
○Ｆ
) 

⑥
(
○Ｇ
) 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
○Ｈ
 

⑫
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別
紙
１

 
JI

S 
フ
ェ
ー
ズ
１

 第
２
部
（
検
則

JI
S）

の
「
表
記
」
一
覧
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
№

 
JI

S 
C 

12
11

-2
 単

独
計
器

 
JI

S 
C 

12
16

-2
 変

成
器
付
計
器

 
JI

S 
C 

12
63

-2
 無

効
電
力
量
計

 
JI

S 
C 

12
83

-2
 表

示
装
置
（
分
離
形
）

 
 

計
器
に
は
，
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
，
次
に
掲
げ

る
事
項
を
明
り
ょ
う
（
瞭
）
に
，
か
つ
，
消
滅
し
な

い
よ
う
に
表
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

計
器
に
は
，
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
，
次
に
掲
げ

る
事
項
を
明
り
ょ
う
（
瞭
）
に
，
か
つ
，
消
滅
し
な

い
よ
う
に
表
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

計
器
に
は
，
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
，
次
に
掲
げ

る
事
項
を
明
り
ょ
う
（
瞭
）
に
，
か
つ
，
消
滅
し
な

い
よ
う
に
表
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

計
器
に
は
，
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
，
次
に
掲
げ

る
事
項
を
明
り
ょ
う
（
瞭
）
に
，
か
つ
，
消
滅
し
な

い
よ
う
に
表
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
①

 
a)

 
種
類
（
“
普
通
電
力
量
計
”
で
あ
る
旨
）

 
  

a)
 

種
類
（“

普
通
電
力
量
計
”
，“
精
密
電
力
量
計
”
，

“
特
別
精
密
電
力
量
計
”
又
は
“
直
流
電
力
量

計
”
で
あ
る
旨
）

 

a)
 

種
類
（
“
無
効
電
力
量
計
”
で
あ
る
旨
）

 
  

a)
 

種
類
（
“
最
大
需
要
電
力
計
”
で
あ
る
旨
）

 
  

②
 

b)
 

型
の
記
号

 
b)

 
型
の
記
号

 
b)

 
型
の
記
号

 
b)

 
型
の
記
号

 
③

 
c)

 
使
用
回
路
の
相
及
び
線
式

 
c)

 
使
用
回
路
の
相
及
び
線
式

 
c)

 
使
用
回
路
の
相
及
び
線
式

 
c)

 
使
用
回
路
の
相
及
び
線
式

 
④

 
d)

 
計
器
固
有
の
定
格
電
圧
（
三
相

4
線
式
計
器

は
，
相
電
圧
）
，
定
格
電
流
及
び
定
格
周
波
数

 
 

d)
 

計
器
固
有
の
定
格
電
圧
（
三
相

4
線
式
計
器

は
，
相
電
圧
），

定
格
電
流
及
び
定
格
周
波
数

（
直
流
電
力
量
計
を
除
く
。）

 

d)
 

計
器
固
有
の
定
格
電
圧
（
三
相

4
線
式
計
器

は
，
相
電
圧
）
，
定
格
電
流
及
び
定
格
周
波
数

 
 

d)
 

計
器
固
有
の
定
格
電
圧
（
三
相

4
線
式
計
器

は
，
相
電
圧
）
，
定
格
電
流
，
定
格
周
波
数
，

定
格
負
荷
及
び
定
格
需
要
時
限

 
⑤

 
e)

 
計
器
固
有
の
計
器
定
数

 
e)

 
計
器
固
有
の
計
器
定
数

 
e)

 
計
器
固
有
の
計
器
定
数

 
 

⑥
 

f) 
発
信
装
置
を
備
え
る
も
の
は
，
パ
ル
ス
記
号
及

び
パ
ル
ス
定
数

 
f) 

発
信
装
置
を
備
え
る
も
の
は
，
パ
ル
ス
記
号
及

び
パ
ル
ス
定
数

 
f) 

発
信
装
置
を
備
え
る
も
の
は
，
パ
ル
ス
記
号
及

び
パ
ル
ス
定
数

 
e)

 
分
離
形
の
計
器
は
，
パ
ル
ス
記
号
及
び
パ
ル
ス

定
数

 
⑦

 
g)

 
製
造
番
号

 
g)

 
製
造
番
号

 
g)

 
製
造
番
号

 
f) 

製
造
番
号

 
⑧

 
h)

 
製
造
事
業
者
名
又
は
登
録
商
標

 
注
記

 
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百

二
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
の
登
録

商
標
を
い
う
。

 

h)
 

製
造
事
業
者
名
又
は
登
録
商
標

 
注
記

 
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第

百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項

 の
登
録
商
標
を
い
う
。

 

h)
 

製
造
事
業
者
名
又
は
登
録
商
標

 
注
記

 
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第

百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
の

登
録
商
標
を
い
う
。

 

g)
 

製
造
事
業
者
名
又
は
登
録
商
標

 
注
記

 
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第

百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
の

登
録
商
標
を
い
う
。

 
⑨

 
i) 

製
造
年
（
西
暦
年
に
よ
る
。）

 
i) 

製
造
年
（
西
暦
年
に
よ
る
。）

 
i) 

製
造
年
（
西
暦
年
に
よ
る
。）

 
h)

 
製
造
年
（
西
暦
年
に
よ
る
。）

 
⑩

 
    

j) 
附
属
変
成
器
の
種
類
［
“
変
流
器
”
，“

計
器
用

変
圧
器
”（
“
コ
ン
デ
ン
サ
型
変
圧
器
”
は
，
そ

の
旨
）
又
は
“
変
圧
変
流
器
”
で
あ
る
旨
］，

階
級
及
び
製
造
番
号

 

j) 
附
属
変
成
器
の
種
類
［
“
変
流
器
”
，“

計
器
用

変
圧
器
”（
“
コ
ン
デ
ン
サ
型
変
圧
器
”
は
，
そ

の
旨
）
又
は
“
変
圧
変
流
器
”
で
あ
る
旨
］
及

び
製
造
番
号

 

i) 
附
属
変
成
器
の
種
類
［
“
変
流
器
”
，
“
計
器
用

変
圧
器
”（
“
コ
ン
デ
ン
サ
型
変
圧
器
”
は
，
そ

の
旨
）
又
は
“
変
圧
変
流
器
”
で
あ
る
旨
］
及

び
製
造
番
号

 
⑪

 
j) 

屋
内
形
計
器
は
，“

屋
内
形
”
で
あ
る
旨

 
k)

 
屋
内
耐
候
形
計
器
は
，
“
屋
内
耐
候
形
”
で
あ

る
旨

 
l) 

強
化
耐
候
形
計
器
は
，
“
強
化
耐
候
形
”
で
あ

る
旨

 

k)
 

屋
内
形
計
器
は
，“

屋
内
形
”
で
あ
る
旨

 
l) 

屋
内
耐
候
形
計
器
は
，“

屋
内
耐
候
形
”
で
あ

る
旨

 
  

k)
 

屋
内
形
計
器
は
，“

屋
内
形
”
で
あ
る
旨

 
l) 

屋
内
耐
候
形
計
器
は
，“

屋
内
耐
候
形
”
で
あ

る
旨

 
  

j) 
屋
内
形
計
器
は
，“

屋
内
形
”
で
あ
る
旨

 
k)

 
屋
内
耐
候
形
計
器
は
，“

屋
内
耐
候
形
”
で
あ

る
旨

 
  

⑫
 

  
m

) 
変

成
器

の
一

次
及

び
二

次
の
定

格
値

で
表
し

た
変
成
比

 
m

) 
変

成
器

の
一

次
及

び
二

次
の
定

格
値

で
表
し

た
変
成
比

 
l) 

変
成

器
の

一
次

及
び

二
次

の
定
格

値
で

表
し

た
変
成
比

 
⑬

 
m

) 
電
力
開
閉
式
普
通
電
力
量
計
は
，
そ
の
旨
並
び

に
金
銭
な
ど
の
投
入
位
置
，
使
用
で
き
る
金
銭

な
ど
の
種
類
及
び
金
銭
な
ど

1
単
位
当
た
り

の
電
力
量
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JI
S 

フ
ェ
ー
ズ
２

 第
１
部
（
電
子
式

JI
S）

の
「
表
示
」
一
覧
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

別
紙
２
（
１
／
２
）
 

№
 

JI
S 

C 
12

71
-1

 精
密
電
力
量
計
及
び
普
通
電
力
量
計

 
JI

S 
C 

12
72

-1
超
特
別
精
密
電
力
量
計
及
び
特
別
精
密
電
力
量
計

 
JI

S 
C 

12
73

-1
無
効
電
力
量
計

 
 

計
器
に
は
，
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
，
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
瞭
に
，

か
つ
，
消
滅
し
な
い
よ
う
に
表
記
す
る
。

 
計
器
に
は
，
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
，
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
瞭
に
，

か
つ
，
消
滅
し
な
い
よ
う
に
表
記
す
る
。

 
計
器
に
は
，
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
，
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
瞭
に
，

か
つ
，
消
滅
し
な
い
よ
う
に
表
記
す
る
。

 
○Ａ

 
a)

 
精
度
の
種
類
又
は
精
度
の
種
類
を
表
す
記
号

 
例

 
精
密
電
力
量
計
 
又
は
 

精
 

普
通
電
力
量
計
 
又
は
 

普
 

   

a)
 

精
度
の
種
類
又
は
精
度
の
種
類
を
表
す
記
号

 
例

 
超
特
別
精
密
電
力
量
計

 又
は

 超
 

特
別
精
密
電
力
量
計

 又
は

 特
 

   

a)
 

計
器
の
種
類
又
は
計
器
の
種
類
を
表
す
記
号
，
及
び
遅
電
流
用
，

進
電
流
用
の
区
分
を
表
示
。

 
例

 
遅
電
流
用
計
器
の
場
合
：
無
効
電
力
量
計
（
遅
）
 
又
は
 

無
(遅

) 
進
電
流
用
計
器
の
場
合
：
無
効
電
力
量
計
（
進
）
 
又
は
 

無
(進

) 

○Ｂ
 

b)
 

形
名

 
b)

 
形
名

 
b)

 
形
名

 

○Ｃ
 

c)
 

形
式
承
認
番
号
（
形
式
承
認
を
受
け
た
場
合
）

 
c)

 
形
式
承
認
番
号
（
形
式
承
認
を
受
け
た
場
合
）

 
c)

 
形
式
承
認
番
号
（
形
式
承
認
を
受
け
た
場
合
）

 

○Ｄ
 

d)
 

使
用
回
路
の
相
及
び
線
式

 
例

 
単
相

2
線
式
 
又
は
 
単

2 
単
相

3
線
式
 
又
は
 
単

3 
三
相

3
線
式
 
又
は
 
三

3 
三
相

4
線
式
 
又
は
 
三

4 
単
相

3
線
式
計
器
と
三
相

3
線
式
計
器
と
で
は
，
容
易
に
判

別
で
き
る
よ
う
な
表
示
を
付
し
て
も
よ
い
。

 
例

 
赤
地
に
白
文
字
で
“
単

3”
と
表
示

 

d)
 

使
用
回
路
の
相
及
び
線
式

 
例

 
三
相

3
線
式

 又
は

 三
3 

三
相

4
線
式

 又
は

 三
4 

 

d)
 

使
用
回
路
の
相
及
び
線
式

 
例

 
三
相

3
線
式
 
又
は
 
三

3 
三
相

4
線
式
 
又
は
 
三

4 
 

○Ｅ
 

e)
 

計
器
固
有
の
定
格
電
圧
，
定
格
電
流
及
び
定
格
周
波
数

 
1)

 
定
格
電
圧

 
例

 
10

0 
V

 
単
相

2
線
式

20
0 

V
計
器
と
単
相

2
線
式

10
0 

V
計
器
と

で
は
，
容
易
に
判
別
で
き
る
よ
う
な
表
示
を
付
し
て
も
よ
い
。

 
例

 
赤
地
に
白
文
字
で
“

20
0 

V
”
と
表
示

 
2)

 
定
格
電
流

 
3)

 
定
格
周
波
数

 

e)
 

計
器
固
有
の
定
格
電
圧
，
定
格
電
流
及
び
定
格
周
波
数

 
 

e)
 

計
器
固
有
の
定
格
電
圧
，
定
格
電
流
及
び
定
格
周
波
数

 
 

○Ｆ
 

f) 
計
器
定
数

 
例

 
50

0/
3 

pu
ls

e/
kW

s 
f) 

計
器
定
数

 
例

 
1 

00
0 

pu
ls

e/
kW

s 
f) 

計
器
定
数

 
例

 
1 

00
0 

pu
ls

e/
kv

ar
s 

○Ｇ
 

g)
 

発
信

装
置
の
パ
ル
ス

記
号
及
び
計

器
固
有
の
パ
ル

ス
定
数
（

発

信
装
置
付
計
器
の
場
合
）

 
た
だ
し
，
検
定
対
象
外
の
発
信
装
置
は
省
略
可
能
と
す
る
。

 

g)
 

発
信

装
置
の
パ
ル
ス

記
号
及
び
計

器
固
有
の
パ
ル

ス
定
数
（

発

信
装
置
付
計
器
の
場
合
）

 
た
だ
し
，
検
定
対
象
外
の
発
信
装
置
は
省
略
可
能
と
す
る
。

 

g)
 

発
信

装
置
の
パ
ル
ス

記
号
及
び
計

器
固
有
の
パ
ル

ス
定
数
（

発

信
装
置
付
計
器
の
場
合
）

 
た
だ
し
，
検
定
対
象
外
の
発
信
装
置
は
省
略
可
能
と
す
る
。

 
○Ｈ

 
h)

 
耐
候
構
造
の
区
分

 
強
化
耐
候
形
計
器
：
強
化
耐
候
形
又
は
強
化
耐
候

 
屋
内
耐
候
形
計
器
：
屋
内
耐
候
形
又
は
屋
内
耐
候

 
屋
内
形
計
器
：
屋
内
形
又
は
屋
内

 
な
お
，
普
通
耐
候
形
計
器
の

場
合
は
，
耐
候
構
造
の
区
分
を

表
示
し
な
い
。

 

h)
 

耐
候
構
造
の
区
分

 
屋
内
耐
候
形
計
器
：
屋
内
耐
候
形
又
は
屋
内
耐
候

 
屋
内
形
計
器
：
屋
内
形
又
は
屋
内

 
   

h)
 

耐
候
構
造
の
区
分

 
屋
内
耐
候
形
計
器
：
屋
内
耐
候
形
，
又
は
屋
内
耐
候

 
屋
内
形
計
器
：
屋
内
形
，
又
は
屋
内
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別
紙
２
（
２
／
２
）

 
 

JI
S 

C 
12

71
-1

 精
密
電
力
量
計
及
び
普
通
電
力
量
計

 
JI

S 
C 

12
72

-1
超
特
別
精
密
電
力
量
計
及
び
特
別
精
密
電
力
量
計

 
JI

S 
C 

12
73

-1
 交

流
電
子
式
無
効
電
力
量
計

 
○Ｉ

 
i) 

付
加
機
能
の
名
称
又
は
付
加
機
能
を
表
す
記
号

 
例

1 
通
信
機
能
付
 
又
は
 

通
 

例
2 

時
間
帯
別
 
又
は
 

時
 

例
3 

開
閉
機
能
付
 
又
は
 

開
 

例
4 

双
方
向
計
量
機
能
付
 
又
は
 

双
 

機
能
を
複
合
す
る
場
合
は
，
並
べ
て
表
示
す
る
。

 
 

i) 
付
加
機
能
の
名
称
又
は
付
加
機
能
を
表
す
記
号

 
例

1 
通
信
機
能
付

 又
は

 通
 

例
2 

時
間
帯
別

 又
は

 時
 

例
3 

双
方
向
計
量
機
能
付

 又
は

 双
 

機
能
を
複
合
す
る
場
合
は
，
並
べ
て
表
示
す
る
。

 

i) 
付
加
機
能
の
名
称
又
は
付
加
機
能
を
表
す
記
号

 
例

1 
通
信
機
能
付
 
又
は
 

通
 

例
2 

時
間
帯
別
 
又
は
 

時
 

例
3 

開
閉
機
能
付
 
又
は
 

開
 

機
能
を
複
合
す
る
場
合
は
，
並
べ
て
表
示
す
る
。

 

○Ｊ
 

j) 
検
定
を
受
け
る
計
量
表
示
数

 
精
度
の
種
類
ご
と
に
，
検
定
を
受
け
る
計
量
表
示
数
を
表
す
。

 
例

1 
普
通
電
力
量
計
に
お
い
て
，

3
時
間
帯
で
検
定
を
受

け
る
場
合

 W
3 

例
2 

精
密
電
力
量
計
に
お
い
て
，

10
時
間
帯
と
全
日
電
力

量
で
検
定
を
受
け
る
場
合

 W
11

 

j) 
検
定
を
受
け
る
計
量
表
示
数

 
精
度
の
種
類
ご
と
に
，
検
定
を
受
け
る
計
量
表
示
数
を
表
す
。

 
例

1 
特
別
精
密
電
力
量
計
に
お
い
て
，

3
時
間
帯
で
検
定

を
受
け
る
場
合

 W
3 

例
2 

特
別
精
密
電
力
量
計
に
お
い
て
，

10
時
間
帯
と
全
日

電
力
量
で
検
定
を
受
け
る
場
合

 W
11

 

      

○Ｋ
 

k)
 

多
回
路
総
合
計
器
は
，
回
路
定
数
及
び
総
合
方
式

 
k)

 
多
回
路
総
合
計
器
は
，
回
路
定
数
及
び
総
合
方
式

 
j) 

多
回
路
総
合
計
器
は
，
回
路
定
数
及
び
総
合
方
式

 

○Ｌ
 

l) 
製
造
番
号

 
l) 

製
造
番
号

 
k)

 
製
造
番
号

 

○Ｍ
 

m
) 

製
造
事
業
者
名
又
は
商
標
及
び
要
求
が
あ
る
場
合
は
製
造
国

 
m

) 
製
造
事
業
者
名
又
は
商
標
及
び
要
求
が
あ
る
場
合
は
製
造
国

 
l) 

製
造
事
業
者
名
又
は
商
標
及
び
要
求
が
あ
る
場
合
は
製
造
国

 

○Ｎ
 

n)
 

製
造
年
（
西
暦
年
に
よ
る
）

 
n)

 
製
造
年
（
西
暦
年
に
よ
る
）

 
m

) 
製
造
年
（
西
暦
年
に
よ
る
）

 

○Ｏ
 

o)
 

所
有
者
名
又
は
そ
の
記
号
（
注
文
者
の
要
求
が
あ
る
場
合
）

 
o)

 
所
有
者
名
又
は
そ
の
記
号
（
注
文
者
の
要
求
が
あ
る
場
合
）

 
n)

 
所
有
者
名
又
は
そ
の
記
号
（
注
文
者
の
要
求
が
あ
る
場
合
）

 

○Ｐ
 

p)
 

附
属

変
成
器
の
種
類

，
階
級
及
び

製
造
番
号
（
変

成
器
付
計

器

の
場
合
）

 
p)

 
附
属
変
成
器
の
種
類
，
階
級
及
び
製
造
番
号

 
 

o)
 

附
属
変
成
器
の
種
類
，
階
級
及
び
製
造
番
号

 

○Ｑ
 

q)
 

変
成

器
の
一
次
及
び

二
次
の
定
格

値
で
表
し
た
変

成
比
（
変

成

器
付
計
器
の
場
合
）

 
q)

 
変
成
器
の
一
次
及
び
二
次
の
定
格
値
で
表
し
た
変
成
比

 
 

p)
 

変
成
器
の
一
次
及
び
二
次
の
定
格
値
で
表
し
た
変
成
比

 

○Ｒ
 

r)
 

基
準
温
度
（

23
 ℃

と
異
な
る
場
合
）

 
r)

 
基
準
温
度
（

23
 ℃

と
異
な
る
場
合
）

 
q)

 
基
準
温
度
（

23
 ℃

と
異
な
る
場
合
）
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稲岡 優子 関西電力株式会社 電力流通事業本部 ネットワーク技術高度化グループ 

近藤 桂州 三菱電機株式会社 福山製作所  

計測制御製造部 スマートメータ事業推進グループ 

中村 哲也 東光東芝メーターシステムズ株式会社 開発部 設計第一グループ 

古山 正敏 東北計器工業株式会社 品質保証部 

鈴木 久 東光電気株式会社 計器部 技術グループ 

坂野 勝則 日本電気計器検定所 検定管理部 

（委員長） 

橋本 昭憲 検定管理部 検定管理グループ 

（幹事） 

奥  雅司 経営企画室 

手塚 政俊 日本電気計器検定所 検定管理部 型式試験グループ 

佐久間広明 日本電気計器検定所 検定管理部 検定管理グループ 

（事務局） 

畑  和宣 日本電気計器検定所 検定管理部 型式試験グループ 

（事務局） 

 

（敬称略順不同） 
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